
































































2 ） John Maynard Keynes, The General Theory of Employment, Interest and Money, Vol. 7 
of The Collected Writings of John Maynard Keynes, ed., by The Royal Economic Society 






あって，政治経済学はこれ以上含蓄のある原理をほとんど発見していない」，と言う。Cf. P. A. 
Samuelson, Economics, 10th ed.,（McGraw-Hill Kogakusha, 1976）, p. 680.  都留重人訳，『経済学』・
下巻（岩波書店，1977年），p. 1135，を参照のこと。

































































7 ） John Maynard Keynes, The Economic Consequences of the Peace, Vol. 2 of The Collected 

















分な余裕があるのだ，と感じている（On this sandy and false foundation we scheme 
for social improvement and dress our political platform, pursue our animosities and 
particular ambitions, and feed ourselves with enough margin in hand to foster, not 






















































能性』を想起させる。Cf. John Maynard Keynes, Economic Possibilities for Our Grandchildren 
in Essays in Persuasion, Vol. 9 of The Collected Writings of John Maynard Keynes, ed. by The 































































































































































































































30）第一次世界大戦時のシュリーフェン計画を実行したのはH. J. モルトケで，H. K. モルトケの甥

























































are seldom have been a statesman of the first rank more incompetent than the 










































（With what curiosity, anxiety, and hope we sought a glimpse of the features and 
bearing of the man of destiny who, coming from the West, was to bring healing to 






















かなりがっしりしていたが，敏感さと精妙さに欠けていた」（His head and features 
were finely cut and exactly like his photographs, and the muscles of his neck and 
carriage of his head were distinguished. But, like Odysseus, the President looked 
wiser when he was seated; and his hands, though capable and fairly strong, were 























りの自信を持っていたようである。John Maynard Keynes, Essays in Persuasion, Vol. 9 of The 
























































いない多くの巧妙な練習問題をつくりだした（Then began the weaving of that web 
of sophistry and Jesuitical exegesis that was finally to close with insincerity the 
language and substance of the whole treaty. The word was issued to the witches of 
all Paris: Fair is foul, foul is fair, Hover through the fog and filthy air. The subtlest 
sophisters and most hypocritical draftsmen were set to work, and produced many 
ingenious exercise which might have deceived for more than an hour a cleverer 
































み入れることは，およそ他の何人にも不可能だったに違いない（To see the British 
Prime Minister watching the company, with six or seven not available to ordinary 
men, judging character, motive, and subconscious impulse, perceiving what each 
was thinking and even what each was going to say next, and compounding with 
telepathic instinct the argument or appeal best suited to the vanity, weakness, or 
self-interest of his immediate auditor, was to realize that the poor President would 
be playing blind man’s buff in the party. Never could a man have stepped into the 






























吸血鬼と霊媒とを一緒にしたようなものである（Lloyd George is rooted in nothing: 
he is void and without content; he lives and feeds on his immediate surroundings: 
he is an instrument and a player at the same time which plays on the company 
and is played on by them too; he is a prism, as I have heard him described, which 
collects light and distorts it and is most brilliant if the light comes from many 
quarters at once; a vampire and a medium in one.）」57），という描写もしている。ケイ
ンズは，親友のストレイチーに負けず劣らず，実に優れた伝記作家であった58）。
56）J. M. Keynes, Lloyd George: A Fragment in Essays in Biography, Vol. 10 of The Collected 



























































































すべての財産，権利，利権を差し押さえ，清算する権利を留保する（The Allies ‘reserve 
the right to retain and liquidate all property, rights and interests belonging at 
the date of the coming into force of the present treaty to German nationals, or 
companies controlled by them, within their territories, colonies, possessions and 
protectorates, including territories ceded to them by the present treaty’.）」64）につい
ては，連合国の意のままにドイツから収奪する権利が与えられたと，強く糾弾してい
る65）。
　次に，②石炭および鉄の採掘と，石炭と鉄の上に築かれた工業に移りたい。ケイン
ズは，「ドイツ帝国は，血と鉄よりむしろ，石炭と鉄を真の基礎として築かれてきた。
ルール，上シェレージェンおよびザールの大炭田の優れた技術による採掘のみが，ド
イツをヨーロッパ大陸第一の工業国しとい確立させた，あの鉄鋼・化学・電気産業の
発展を可能にしたのである」66），と言う。これらの基盤を切り崩すことは，ドイツ国家
の経済的構造に破壊的な打撃を与えることになり，ひいてはヨーロッパ全体の富の減
少を促進する。ドイツを懲らしめることにより，自分たちの生活が破壊されようとし
ているのである。
　ここでもケインズは，この部分に関係ある条文（第45条，第4編第4部付属文書第
3章，第8編題付属文書題2節および第10節）を詳細に検討するだけでなく，石炭に
関する多数の統計資料を用いて細かく分析している。彼は，「もしヨーロッパの石炭
供給の分配が奪い合いになり，まず第1にフランスが満足させられ，次いでイタリア
がき，他のすべての諸国も一かばちかやってみようということになれば，ヨーロッパ
の工業面の将来は暗澹たるものとなり，革命への絶好の見通しが開けることになろ
う」67）と述べた。しかし，その少し後で，「連合国最高会議は，1919年8月，イギリス，
フランス，イタリア，ベルギー，ポーランド，チェコスロバキアからなるヨーロッパ
石炭委員会を設立した」68）ことを賞賛する。本書の第7章「救済策」でケインズは，
この「ヨーロッパ石炭委員会」を自分の提案した「自由貿易同盟」と共に，国際連盟
64）同上，p. 45．邦訳，56.
65）ケインズは，第235条についても非難している。すなわち，「賠償委員会は，1921年5月1日に
いたるまで，『金，商品，船舶，証券，ないし他のいかなる形態たるとを問わず』，同委員会の定
める方式で10億ポンドまでの支払いを要求しうる権限を与えられている」，と。同上，p. 48．邦
訳，60．これに加えて，次章で検討する過酷な賠償金がドイツの肩に掛かっていくのである。
66）同上，p. 51．邦訳，64．
67）同上，p. 60．邦訳，pp. 76―77．
68）同上，p. 61．邦訳，p. 77．
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ケインズの『平和の経済的帰結』
の下部組織とすることを提案している。周知の様に，これらの組織が現在の「ヨーロッ
パ連合（EU）」へと繋がることになるである69）。
　最後に，③ドイツの運輸・関税組織に移ろう。ワインや植物油などの関税や機関車
の譲渡，さらには河川に関する条約である。ここでもケインズは，この部分に関係あ
る条文（第264条，第265条，第266条，第267条，268条，第269条，第270条，第365条，
第367条，第250条，第371条，第332―7条，第338条，第344条，第339条，第357条，
第358条，第66条など）を詳細に検討している。また，次の指摘は，シャンペン好き
のケインズらしく痛快である。すなわち，「ドイツから現在有する流動資産をすべて
奪いとり，将来に関して不可能な支払いを要求したうえで，さらに繁栄時におけると
同様にドイツは進んでシャンペンと絹の輸入を認めなければならないという細則事に
わたる特別な指令を発するとは，いったい何と言う強欲さののさばりの例であろう
か」70），と。本章の最後には，「平和条約の経済条項は包括的なものであって，現在の
ドイツを窮乏状態におとしいれたり，将来のドイツの発展を阻害する一切のものをも
れなく含んでいる」71）と，激しく論難するのである。
『南山経済研究』掲載論文の中で示された内容や意見は，南山大学および南山大学経済学会 
の公式見解を示すものではありません。また，論文に対するご意見・ご質問や，掲載ファ 
イルに関するお問い合わせは，執筆者までお寄せ下さい。
 （中矢　俊博，E-mail: nakayat@ic.nanzan-u.ac.jp）
69）この「ヨーロッパ石炭委員会」が，ケインズの提案した「自由貿易同盟」と相俟って，第2次
世界大戦後「ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体」（ECSC）となり，さらに「ヨーロッパ経済共同体」（EEC），
「ヨーロッパ共同体」（EC）と変化を遂げた後，現在の「ヨーロッパ連合」（EU）となっていく。
ケインズは，この時点ですでに，将来のヨーロッパのあるべき姿を見据えていたのである。
70）同上，pp. 65―66．邦訳，82．
71）同上，p. 70．邦訳，p. 88．「このような状況におかれたうえで，ドイツは，次章で検討するよ
うな規模と様式による貨幣支払いを行なわなければならないのである」，と続けている。ケイン
ズの怒りは，次章で検討するドイツに対する賠償問題で爆発する。
